




著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（前期日程試験：令和6年度） １/2 問題番号 S5 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 情報学部（情報社会学科） 

出題のねらい 

１ 

現代日本では，自然災害が多発しており，いのちを守るための防災情報の受信・

発信の在り方の検討が重要な社会的課題となっている。その現状について，都

市規模や年齢に着目しながら，世論調査の結果を読み取る力を問うことが本設

問の第1のねらいである。また，これらの結果から，防災情報の受信・発信に

どのような課題があるのか，具体的な社会的課題を理解し提示する能力，すな

わち問題発見能力を問うことが本設問の第2のねらいである。この点に関して

は，情報社会の課題とも関連して議論を展開する能力にも期待している。 

採 点 基 準 
 

（点数は200点 

満点の場合） 

１（配点40%）（80点） 

小論文の作成にあたっては，与えられた表1を正しく読み取ることが求めら

れる。まず，表1は世論調査においてどのような設問に対する回答であるのか

を，設問文及び表1のタイトルや出典情報から理解する必要がある。その上

で，回答結果について，回答全体の傾向はどのようなものか，都市規模や年

齢によって回答の傾向があるのか，挙がっている項目，順位の並び，回答の

パーセンテージに着目する必要がある。その際には，世論調査の設問におけ

る選択肢はどのようなものがあるかを確認した上で検討する必要がある。 

資料問題は，まずは初歩的な分析でかまわないので，資料に即して分析

し，一つ一つ丁寧に記述することが求められる。また，個人的な知識から離

れ，資料から読み取りうることのみを記述することが重要である。 

 

(1)世論調査の結果について，全体的な傾向について言及できているか。 

(2)世論調査の結果について，都市規模別に比較した際のデータの特徴の有無

について言及できているか。 

(3)世論調査の結果について，年齢別に比較した際のデータの特徴の有無につ

いて言及できているか。 

(4)世論調査の結果について，いずれの集計においても回答が少なかった項目

について言及できているか。 

(5)防災に関する知識や情報の入手のために積極的に活用したいものとして

「SNSの情報」や「ホームページ」「防災アプリ」といったデジタル媒体

が上位に挙がる傾向が見られるが，そこでの利点や欠点について論じてい

るか。 

(6)防災情報の受信・発信に関する現代社会の課題について論じているか。 

 

表から読み取れることが多いため必ずしも上記すべてを満たす必要はない

が，限られた字数のなかで，状況把握から問題発見まで一貫した論理展開が

できているかについてみる。 
 
  



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（前期日程試験：令和6年度） ２/2 問題番号 S5 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 情報学部（情報社会学科） 

出題のねらい 

 

２ 

 情報を暗記することと検索することの違いを論じた課題文を読み，著者の主

張を正確に読み取りつつ，暗記された知識とインターネット検索による知識の

利用について，自分の経験に引きつけながら，自ら考える力そしてその考えを

適切に表現する力を問う。 

 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 

 

２（配点60％）(120点) 

 

問１ 高校で学習する「現代文」を応用し，本文全体を要約する能力があれば

解答できる。著者の主張を正確に理解し，それを的確に説明すること

ができていること。著者は，インターネットにおいては情報がただそ

のまま蓄えられているだけであるのに対して，暗記においては無意識

のうちに情報どうしのつながりが生まれてくるとして，インターネッ

ト検索と暗記との違いを指摘している。こうした違いを，情報の整理

のされ方の違いとして的確に説明していることが求められる。 

  （20％）(40点) 

 

問２ 問１が問２の誘導問題になっている。(１)インターネット検索と暗記を

著者の定義に即して理解していること，（２）それに即して自分の経

験のなかから適切に関連するものを取り出し，的確に記述する能力の

２点が問われている。 

インターネット検索と暗記された情報の活用との区別についての著者の

考えをどのように受け止め，評価するのか。また，こうした考えを踏ま

えて，自分自身としてはインターネット上の情報にどのように接してい

くべきと考えるか。自分自身の経験に引きつけつつ考察することが求め

られる。またこうした考察を通じて，論理的思考力，情報社会に関する

意識や知識，観点の独創性や的確さを評価する。 

  （40％）（80点） 

  




